
08：尿道留置カテーテル使用率
分母

分子

備考

概要

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20130401 20140331 194,504 28,453 14.63%

210111438 20140401 20150331 194,126 34,437 17.74%

210111438 20150401 20160331 189,348 36,154 19.09%

210111438 20160401 20170331 189,660 35,083 18.50%

210111438 20170401 20180331 192,924 33,894 17.57%

210111438 20180401 20190331 191,035 25,894 13.55%

210111438 20190401 20200331 194,649 23,943 12.30%

210111438 20200401 20210331 173,389 26,456 15.26%

210111438 20210401 20220331 184,204 21,307 11.57%

210111438 20220401 20230331 178,114 21,724 12.20%

210111438 20230401 20240331 #DIV/0!

210111438 20240401 20250331 #DIV/0!

2023年度
2024年度

入院延べ患者数

尿道留置カテーテルが挿入されている延べ患者数（24時時点）

分子のうち、以下の場合を除外
・恥骨上膀胱留置カテーテル
・コンドーム型カテーテル
・間欠的な導尿目的のカテーテル挿入
・洗浄目的で挿入された尿道留置カテーテル

本指標の意義は、値が高いか低いかをみるものではなく、あくまでカテーテル関連尿路感
染症のアウトカム指標を算出するための事前準備指標です。このため、医学的理由で長
期留置が必要な場合であっても、除外しません。
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